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研究成果の概要（和文）：本研究ではセム系部族社会成立以後の紀元後 1-3 世紀のパルミラにお

いて、セム系社会の文化がいかに残存し、また変容していたかをパルミラの葬制、美術作品な

どを考察して検証した。パルミラの様々な文化事象を分析し、その多様で複雑な様相に西方で

も東方でもない彼らの伝統的な要素を見いだした。 

研究成果の概要（英文）： The present study is to research how for the culture of a Semitic 

society to remain and to have transformed considering the funerary practice and  

sculptures in Palmyra of the 1-3th century. The Semitic tradition remains in the basis 

though the culture of Palmyra strongly undertakes the influence of the Mediterranean 

sea world and the east.   
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１．研究開始当初の背景 

（1）オアシス都市パルミラの研究は 20 世紀
初頭から欧米の研究者を中心におこなわれ、
第二次大戦後はシリア考古総局の管轄下で、
各国の調査隊が発掘を行っている。 

（2）日本隊は 1990 年より参加し、これまで
に 7 基の墓を調査し、2 冊の報告書を刊行し、
大きな評価を得ている。しかし、個々の事物
の検証は端緒についたばかりであった。 

２．研究の目的 

（1）ローマ属州の自治都市であったパルミ
ラの文化、芸術についてはギリシア・ローマ
の影響や交易都市として東方のイラン系文
化の影響が報告されているが、彼らの故地セ
ム系文化がそれらの基層にあることを墓の
出土遺物を中心に明らかにする。 

（2）出土遺物を精査し、その由来や機能に
ついて再検討をおこなう。 

３．研究の方法 

 これまでに発掘した出土遺物の比較検討
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を行う。墓の彫刻にみられる装身具の分析、
副葬品と被葬者の関係性、周辺遺跡出土コイ
ンとパルミラ出土品との比較等により、当時
の社会状況の再構築を試みる。 
４．研究成果 
（1）これまで、見過ごされてきた墓室内彫
刻の女性像にみられる装身具が紀元前 700年
頃のセム系文化によるものに由来すること
を明らかにした。 
（2）若い女性被葬者に伴って出土する骨製
品が織機の付属品であることを明らかにし、
羊骨の多様な活用、現代にまで続く伝統文化
の継承を示した。 
（3）ローマ帝国属州内で独自に使用された
「属州コイン」のパルミラでの事例の検討を
おこない、その性格を明らかにした 
（4）パルミラの様々な文化事象を分析し、
その多様で複雑な様相に西方でも東方でも
ない彼らの伝統的な要素を見いだした。 
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